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“コペル君は中学二年生です。

ほんとうの名は「ほんだじゅんいち」、コペル君

というのはあだ名です。”

　『君たちはどう生きるか』は、こんな＜まえがき＞

で始まっています。ただし「」の中は、漢字です。

この書出しが、山本有三・吉野源三郎共著の版

のものなのか、それとも吉野源三郎著の版のもの

なのか、それが気になるとおっしゃいますか?

仰せごもっともではありますが、私たちがこれ

まで見てきた同著は、どれも同じ文章で始まって

います。それでは、「ほんだじゅんいち」に漢字を

あてていただきましょう。

前回ご登場願った黒田一之さんのように、中学

生の時にコペル君に出会って、深い感銘を受けた

方ならば、わけなくおできでしょう。

図書館の方は、たとえまだお読みでなくとも、

本の最初の頁を開けばすぐに正解が出ます。同著

が借りられるのは、夏場に集中しているという情

報を複数の図書館からいただいていますので、今

なら棚にあるでしょうから。

“Ａ館です。潤すと書く、本田潤一です。”

正解で一す。岩波文庫版でお確かめになりまし

たね。岩波文庫が底本としているのは、山本有

三・吉野源三郎共著の昭和12年刊の初版本です。

蛇足ながら、今年の２月号の『図書』によると、

同著は昨年の岩波文庫の「売れ行き良好書」ベス

ト３に入っています。

“Ｂ館です。もう正解をご存知なんですか。二番手に

なって残念! 純粋の純で、本田純一だったんですね。”

正解で―す。新潮社版を、見ておられますね。

初版は昭和44年? それとも昭和31年? じつのとこ

ろ、どちらでも同じなのです。昭和44年版の「あと

がき」で、吉野源二郎は、「(略)この本は、昭和三

十一年版そのままのものです」と書き、版面もそっ

くりそのままです。これも余計なことながら、 昭和

44年初版も平成６年には38刷になっています。

潤一君が純一と改名したのは、昭和31年でし

た。以来、新潮社、ポプラ社、講談社とずっと本

田純一の名前で出ているのですが、昭和57年に岩

波書店から昔の名前で出ることになったという次

第です。著者が一人になったのは昭和23年ですか

ら、そのことがきっかけになったというわけでは

ないのでしょう。 とはいえ、 本家争い云々という

話を聞かないのも不思議な感じがします。

図書館の方々を向こうにまわしてではいささか気

が引けるのですが、ついでですから、ほんのご参考

までに各版の表記もご紹介しておきましょう。
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文芸文化学科の卒業生の皆さん、ご卒業おめでと

うございます。またこれまで皆さんを支えてこられ

たご家族の皆様にも、心よりお祝い申し上げます。

振り返ってみますと、皆さんはこの文芸文化学

科で、「読む」こと、「視る」こと、そして「考え

る」こと――これらの経験を重ねてこられたので

はないでしょうか。

さまざまな切り口で「読む」、さまざまな視角か

ら「視る」、そして「考える」――例えば、作品に

表現されている思想を「読む」。その時代の文化や

背景を「視る」。そして考える。こうした営みの先

にあるものの一つは、「人間を理解すること」なの

かもしれません。

私たちは一人で生きているわけではありません。

社会の中でさまざまな人と関わりながら生きてい

ます。一人の人間の背後には、多くの人の存在が

あることも忘れてはいけません。作品に描かれて

いる人間の姿も、そのような関係の中に生きる人

の姿です。そこには、喜びや希望だけでなく、葛

藤や不安も描かれてきました。「読む」こと、「視

る」こと、「考える」ことは、そうした社会の姿に

目を向けることにもつながっているのではないで

しょうか。

社会がどのように変化してきたのか。今、世界

では何が起こっているのか。その中で、人はどの

ように生きてきたのか。そうしたことに思いを巡

らせることでもあります。作品を読むこと、視る

こと、考えることは、他者の人生にそっと触れる

ことでもあります。そして同時に、社会の中で生

きる「自分」という存在を見つめ直すことでもあ

ります。皆さんが文芸文化学科で重ねてこられた

経験は、人間を理解し、さらには社会を理解しよ

うとする歩みであったのだと思います。

今日、皆さんはこの学科を巣立っていきます。

これから進む道はそれぞれ異なりますが、ここで

培ってきた「読む力」と「視る力」は、これから

の人生の中でも、きっと皆さんの支えとなってく

れることでしょう。どうかこれからも、それぞれ

の日々の暮らしの中で、世界を見つめ、人間につ

いて考え続けていただければと思います。

以上で学科長の言葉といたします。本日はご卒

業、誠におめでとうございます。

＊　＊　＊

　2026年3月19日、私が勤務する大学の卒業式、教

育人文学部文芸文化学科「学科の集い」における

言葉である。年1回とはいえ、頭のなかで考えてい

ることを言語化するのは難しく、さらに当日は壇

上にて緊張する。大学で「とき」を過ごし、多く

を学び、成長してきた卒業生の豊かな表情と向き

あう。そして、これから社会へ羽ばたいていく一

人ひとりの可能性を思う。その一方で、教室後方

に座られるご家族の皆様の視線が大いに気になる。

＊　＊　＊

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。

そしてご家族のみなさまにも、心よりお祝い申し

上げます。いま、みなさんの胸の中には期待と不

安が入り混じっていることと思います。そのどち

らも自然で大切な気持ちです。本日はこれからの

大学生活に向けて、二つだけお伝えしたいことが

あります。

一つ目は、一歩、あるいは半歩でも、前に進ん

でみることです。大学に入学し、みなさんは新し

い環境に立っています。これまでとは違う学び、

違う経験、そしてさまざまな人との出会いが待っ

ています。もしかすると「自分にできるだろうか」

と感じることもあるでしょう。けれどその一方で、

「少し変わってみたい」「何かに挑戦してみたい」

という思いも、きっとどこかにあるのではないで

しょうか。

大学は、誰かが何かを与えてくれる場所という

よりも、自分で選び、そして自分で動いていくこ

とで、学びが「かたち」になっていく場所です。

大学教員ノート　第 16 回

石川 敬史―送ることばと迎えることば―
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＊　＊　＊

　およそ2週間が過ぎた同年4月5日、私が勤務する

大学の入学式、教育人文学部文芸文化学科「学科

の集い」における言葉である。年1回とはいえ、頭

のなかで考えていることを言語化するのは難しく、

さらに当日は壇上にて緊張する。これまで高校で

「とき」を過ごし、多くを学び、そして悩みながら

も大学という世界へ飛び込む決断をした「高校4年

生」ともいえる新入生の緊張や不安を抱える姿と

向きあう。そんな決断をした背中を、そっと押す

ことができれば、という思いがある。その一方で、

教室後方に座られるご家族の皆様の視線が大いに

気になる。

＊　＊　＊

　本連載第11回「若葉マークの『ことば』」

（No.467，2024年4月）、そして第13回「手紙―わた

しとワタシの往復―」（No.479，2025年4月）にて

綴った内容の続き—―「送ることばと迎えること

ば」である。毎年、卒業式と入学式の「学科の集

い」で言葉を伝えている。その間はわずか2週間と

いう「とき」である。が、送り出される学生、そ

して迎えられる学生には、それぞれ異なる「とき」

が流れている。卒業生にとっては、これまでの学

びや出会いを振り返り、新たな一歩を踏み出して

いく節目の「とき」である。新入生にとっては、

期待と不安を胸に、新たな世界の扉を開く「とき」

である。

春という季節は、過ぎていく時間と新たに始ま

る時間が重なり合う季節である。同じ春のなかに、

過ぎていく「とき」と、これから始まる「とき」

が交差している。『とき』（谷川俊太郎・文／太田

大八・絵／福音館書店／1984）には、「とき」は過

ぎてゆくもので、後戻りすることも、止めること

もできないと描かれている。だからこそ「送るこ

とばと迎えることば」は、過ぎてきた「とき」を

前向きに受け止め、新しい「とき」への希望をそっ

と灯すものでありたいと思う。

（いしかわ　たかし：十文字学園女子大学）

自分から動いた分だけ、大学生活はより自分自身

のものになっていきます。ですから大きな一歩で

なくてもかまいません。ほんの半歩でもいいので

す――これまで手に取らなかった一冊の本を開い

てみる。一見自分とは無縁に思える文化に触れて

みる。隣の席の人に挨拶をしてみる。そんな小さ

な「半歩」が、やがて自分を支える大きな力とな

り、皆さんの世界を広げてくれます。どうか自分

のペースで、一歩ずつ進んでいってください。

二つ目は、「ありがとう」という言葉を大切にす

ることです。文芸文化学科で学ぶ皆さんは、これ

から「言葉」の持つ力や、その背景にあるものを

深く探究していくことになります。「ありがとう」

という言葉。その語源をたどれば「有り難し」と

いう意味に行き着きます。当たり前だと思える出

会いや、誰かの優しさ――それは決して当然のこ

とではなく、実は奇跡のような「有り難い」巡り

合わせなのです。大学には、実にさまざまな学生

が集まっています。そしてみなさんは今日から「十

文字」という同じ屋根のもとで学ぶ仲間になりま

した。

授業の中で、あるいは日常の中で、困っている

人がいたらそっと手を差し伸べてみてください。

そして自分が支えられたときには「ありがとう」

と言葉にして伝えてください。「わたし」という存

在は、一人で成り立つものではなく、人との関わ

りの中で形づくられ、豊かになっていくものです。

だからこそ、まわりの人への感謝を忘れずに、こ

の「ありがとう」という言葉を大切にしてほしい

と思います。この「ありがとう」の最後の二文字

は「とう」――これは「十文字」の「十」（とう）

でもありますね。本学の前理事長である故・十文

字一夫先生が何より大切にされていた言葉でもあ

ります。

一歩でも半歩でも前に進むこと。そして「あり

がとう」という言葉を大切にすること。この二つ

をこれからの大学生活の中で思い出していただけ

たら嬉しく思います。

みなさん一人ひとりのこれからが、実り多いも

のになることを願って、私からの挨拶といたしま

す。みなさま、ご入学おめでとうございます！
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雑誌を増やしたい！

昨年まで、図書室で所蔵している雑誌は 『ESSE』

と『婦人公論』の２誌のみでした。図書室の利用

者は女性が多く、ニーズにあった選書ではありま

す。けれども、どちらも女性向けの生活情報誌の

ため、別のジャンルの雑誌も揃えたいと日頃から

考えていました。

図書室の書籍の多くが発行から10年経ち、特に

専門分野においては情報のアップデートが求めら

れているものの予算との兼ね合いで少しずつしか

入れ替えることができません。雑誌を増やすこと

で蔵書の鮮度を上げたい、最新の知見に触れられ

る環境を整えたい、そして利用者層が広がるきっ

かけを作りたいという思いで、雑誌の受入数増加

のために動き始めました。 

次年度の予算決定は年明け、あと３か月というタ

イミングでした。12月までには受け入れる雑誌につ

いて上司と交渉し予算案を作成しなければなりませ

ん。高額な予算案は却下されることがあります。今

まで購読していたものを含め、雑誌購入費用分とし

て上限を年間５万円に設定しました。この予算が通

れば翌年にまた追加しやすくなります。 

まずは情報収集。近隣図書室の状況や雑誌の内

容をチェックする日々がスタートしました。近隣

の自治体にも似たような規模の公民館図書室があ

ります。Ａ町の公民館図書室は、生活情報誌を中

心に６誌受け入れているようです。 『ＮＨＫ 趣味

の園芸』や『すてきにハンドメイド』等の趣味に

特化した雑誌や、『kodomoe』『Baby-mo』等の育児

雑誌といった広い年代に需要のある雑誌です。Ｂ

町の図書室は12誌とＡ町よりも多いようで 『健康

365』等の健康情報誌や『ＬＤＫ』のような流行情

報誌もあります。以前勤めていた東京都の地域図

書館でも、『ＬＤＫ』や『すてきにハンドメイド』

は予約が何件も入るほど人気がありました。

これらも参考に今回追加したいジャンルを３つ

に絞りました。１つ目が「ビジネス・トレンド」、

２つ目が「趣味」、３つ目が「健康」です。 

１つ目のビジネス情報を扱う雑誌は近隣の自治体

にも所蔵が少なく、そしてタイミングよく「ビジネ

ス・トレンド情報が得られる雑誌を入れてほしい」

と利用者からの声もあったので、絶対に入れようと

決めました。雑誌のオンライン書店 「Fujisan.

co.jp」のカテゴリ一覧からまずは「ビジネス・ 経

済」をチェック。月刊誌であることと、多くの方に

手に取ってもらいたいので専門知識がなくても読み

すすめられる入門レベルの雑誌を選書の基準としま

した。なぜ週刊誌ではなく月刊誌に限定したかとい

うと、予算問題もさることながら発注した本が届く

までの時間が大きく関係しています。図書室で発注

した本や雑誌は発注先である町外の業者からの直接

搬入のため、ある程度冊数がまとまったタイミング

で届けられます。 週刊誌の発行頻度に合わせると搬

入回数が増え業者の負担増となってしまうため発売

から少し日が経っても大きな問題がない月刊誌に限

定し検討することにしました。ところがこのジャン

ルは週刊誌の人気が高いようです。なかでも『日経

ビジネス』は、日本で一番読まれているといわれる

ビジネス雑誌でＡＢＣ部数は約12万部、まさに利用

者からリクエストがあった雑誌でした。購入したい

のですが週刊誌のため泣く泣く除外し、次年度以降

の目標とします。今回は見送った『日経ビジネス』

ですが選書の良いヒントになりました。発行元の日

経ＢＰは様々な人気雑誌を発行しています。その中

で『日経トレンディ』『日経マネー』 『日経エンタテ

インメント！』は、どれも月刊誌で購入費用も年間

１万円以内に収まります。実際に３誌を比較し最終

的に『日経トレンディ』を選びました。ビジネスの

ヒントやマーケティングの視点を取り入れた流行情

報誌です。商品やサービスの最新情報、 ＮＩＳＡ等

の生活に役立つマネー情報もあり図書室の蔵書の足

りない部分を補えるバランスの取れた内容です。

 １誌決まり、滑り出しは順調。２つ目は「趣味」

系雑誌。これがなかなか苦戦します・・・。（つづく）

（つるた　なつこ：公民館図書室）

北の公民館図書室から
　―新人司書の奮闘―　 鶴田　夏子
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 再々・著者は誰でしょう？

　『君たちはどう生きるか』の主人公コペル君は中

学二年生です。コペル君が読者にお目見えしたの

は昭和12年ですが、当時は尋常小学校の６年間が

義務教育で、中学校は五年制でしたから、二年生

というのは、一番のんびりと楽しい時期だったの

でしょう。

お若い方はご存知ないかもしれませんが、昭和

12年当時、年齢は「数え年」で言い表していまし

た。「数え年」では生まれたその日から1歳で、１

月１日には全国民一斉に１歳年を重ねます。誕生

日がきても年をとることはありませんが、その年

の１月１日から４月１日までに生まれると早生ま

れ、それ以後生まれると遅生まれといい、４月に

尋常小学校にあがるのは遅生まれの９歳と早生ま

れの８歳でした。これでいくと中学二年生は、15

歳と16歳になります。

山本有三・吉野源三郎共著で昭和12年8月に出

た初版では、コペル君の「年は十五」です。

昭和12年といえば、７月に盧溝橋で日中両軍が

衝突し、あの太平洋戦争へと動きはじめたともい

える年です。だからこそ、コペル君と同年代の多

くの黒田一之少年の柔らかい心に、それまで読ん

でいた本からは得られなかった感動を呼び起こし

たのでしょう。そして、終戦。『君たちはどう生き

るか』 は昭和23年10月に、 今度は吉野源三郎著と

して再び登場します。「ガラリと一変した今日の時

勢に、十年前の少年たちの生活を書いたこのもの

語りを、 そのまゝ差し出すのはどうか、―じつは、

その点に不安を感じたのですが、改めて読みかえ

して見て、今日と十年前との違いようがはっきり

しているだけに、かえってその心配はいらないの

ではないかと考えました」。それで、「内容には手

を加えずに」、「文字の使い方を今日の標準にした

がって改めました」。前書きでこう言っているの

は、昭利21年の内閣告示「現代かなづかい」に拠っ

て、俗に言う旧かなづかいを新かなづがいに改め

たことを指していると思われます。その後、昭和

31年には判型も変えて三たびの登場、現在にい

たっています。

「こんど三度めの版を出すにあたって、いま読んでお

かしくないように、中の記事を書きなおしたり、思い

きって短くしたり、だいぶ手を入れました。」と前書

きにあるので、興味深い読み比べになりそうです。

手始めというほどでもありませんが、ここでコ

ペル君の年は「十五」から「十四」に変わってい

ます。コペル君の年齢については、昭和25年１月

１日に施行された数え年によって年齢を言い表す

従来のならわしを改める「年齢のとなえ方に関す

る法律」に準じて、数え年だったのを満年齢で言

い表したと考えるべきでしょう。

尚この法律を読んで驚いたのですが、年齢を満

で計算する「年齢計算に関する法律」は、昭和25

年の時点から数えても更に50年ほど遡る明治35

年、つまり今からかれこれ100年近くも昔に施行さ

れていたのでした。 (編集部・さらにつづく・・・)

No.137（1996年10月20日）掲載

（１頁よりつづき）

新潮社 
山本有三・吉野源三郎 著
（写真は初版本ケース）

昭和 12 年 8 月 10 日発行

新潮社 
吉野源三郎 著

（新編・日本少国民文庫 6）
昭和 31 年 6 月 20 日発行

岩波書店（岩波文庫） 
吉野源三郎 著

昭和 57 年 11 月 16 日発行

新潮社 
吉野源三郎 著

昭和 44 年 12 月 15 日発行
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1937年(昭和12年)に出た『君たちはどう生き

るか』の主人公コペル君は、正月の５日、 “大き

な門
かどまつ

松が軒
のきなみ

並に並
なら

んでいる邸
やしきまち

町を”通り、“品
しながわ

川

の海
うみ

を見
みは

晴らかす高
たかなわ

輪の”高台にある水谷君の家

に着きました。太い門柱の前には、 “大人の背
せい

よ

りも高い松
まつかざ

飾り”が“儀
ぎぢやうへい

杖兵のように捧
さゝ

ゲ銃
つゝ

をし

て立ってゐます”。絨毯のしいてある曲がりく

ねった暗い廊下を書生に案内されて部屋に着く

と、“黄色いスウェーター”を着て、 “斷
だんぱつ

髪にし

た”17、18歳の水谷君の姉さんが、コペル君に

おめでとうと挨拶します。

“「おめでとう」とコペル君も答へましたが、さ

う答へながらもコペル君は、オヤゝッと思ひまし

た。水谷君の姉さんは女の癖
くせ

に、コペル君たちと

同じやうに、スボンをはいてゐるのです。しか

し、コペル君が不
ふ し ぎ

思議さうな顔をして見てゐるこ

となんか、一
いつかう

向に平気な様
や う す

子で、お嬢さんは、

つゞけて話しかけました。”

引用が長くなりましたので、話を変えます。岩

波文庫が今年創刊70周年を迎えるのを記念して、

各界を代表する人々に、今なお心に残る、他の

人々に勧めたい同文庫を３冊選んで、短評をつけ

ることを依頼し、寄せられた268通の回答を掲載

した『図書』の臨時増刊号が昨12月に出ました。

それによると、大城立裕、椎名誠、壽岳章子、矢

島翠の４氏が『君たちはどう生きるか』を挙げて

います。それも３冊中の最初の１冊に、そのうえ

ありがたいことに、４氏それぞれ示唆に富んだコ

メントをつけておいでです。

大城氏日く、 “中学に入ってまもなく『少国民

文庫』(新潮社)の一冊で読んだが、人間と社会

との仕組みを教え、眼から鱗が落ちるとはこのこ

とか、 という感じを受けたことを憶えている。”

　“『日本少国民文庫』に収められていた今から五

十数年前に、少年少女の心をゆさぶった本”と言

うのは壽岳氏で、氏は大正13年生まれ、大城氏は

大正14年生まれ、この稿おなじみの黒田一之さん

共々、ここ１年あまり同書にかかわってきた私た

ちがコペル君とお呼びしたいほどの方々です。

矢島氏は昭和７年生まれ。コペル君との出会い

は、 “『日本少国民文庫』で小学生のとき読み、

コペル君とともに不安をともなうめざめを感じた

忘れられない本。”とのこと。小学生といっても

多分高学年でしょうから、大東亜戦争開戦間近か

ら真っ最中の頃に読んだということでしょうか。

しかしながら、なんと言っても秀逸なのは椎名

氏です。昭和19年生まれ、上記３氏と比べて戦後

派と言えなくもない椎名氏曰く、 “我々ぐらいま

でであろうか。当時の少年たちは、けっこう力を

こめてこの本を読んだ。コペル君のネーミングが

おもしろくて、いろいろな面で影響を受けた。”

どうやら、大城、壽岳、矢島の３氏にとって、

『君たちはどう生きるか』の世界は、人間と社会

の仕組みについては、目鱗であり、描かれている

暮しは、当時の、「今」のものであった、そして

椎名氏にとっても命題は、まだまだ新鮮で、暮し

の描写は、ちょっと前のそれとしての現実感が

あったと言えそうです。

大城、壽岳、矢島の３氏が読んだのは、山本有

三・吉野源三郎共著の分でしょう。昭和19年生ま

れの椎名氏が読んだ版は、①共著分、②吉野源三

郎著の昭和23年版、③吉野源三郎著の昭和31年

版の三つ(いずれも新潮社)のどれかでしょう。

ここで昭和12年の１月５日に戻ると、17、18

歳で断髪、正月だというのにセーターにズボンの

水谷君の姉さんを、コペル君は“女の癖に”と

思っています。ところが、吉野源三郎著に変わっ

た昭和23年以降の版を読むと、表記という点から

はいわゆる新かなづかいに統一した以外にも、カ

ド松、松かざり、儀じょう兵、さヽげつヽ、黄い

ろい、など言葉によってまぜ書きに変えています

し、内容も時代の波にあらわれてか、 “さう答へ

ながらもコペル君は、オヤゝッと思ひました。水

谷君の姉さんは女の癖
くせ

に、コペル君たちと同じや

うに、ズボンをはいてゐるのです。しかし、コペ

ル君が不
ふ し ぎ

思議さうな顔をして見てゐることなん

か、一
いつかう

向に平気な様
や う す

子で”はすっぽり削られてい

 コペル君のお正月
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ます。

今、共著分を底本とした岩波文庫版(39刷)は

記念フェアで平積みされています。10年いいえ５

年後、同じ企画があったとして、壽岳氏が、 “今

もなお、年齢や性を越えて、生きる問題をあたた

かく純粋に提起してくれる”と言う同書を挙げる

人は何人いるでしょうか。 

カウンター越しに人間と書物を見つめるプロの

司書諸氏が出す予想は如何様なものなのでしょう

か。(編集部)

No.140（1997年1月20日）掲載

■2023年には宮﨑駿監督の映画『君たちはどう生

きるか』が公開されました。宮﨑監督が小学生の

頃に読んで心に深く刻まれたというのも、そして映

画の中で登場するのも山本有三・吉野源三郎共著と

なっている＜初版本＞です。気になる方は映画そし

て好書好日のコラムで答え合わせをぜひ。（う）

https://book.asahi.com/article/14953353

■ 定価 1,980 円（税込）／B５変型判
■ ISBN 978-4-389-50159-4 

物語の背景を知れば歌舞伎はもっと面白くなる！

代表的な23演目の背景と
あらすじをビジュアルに解説

本文 64ページより

こ
れ
ぞ
！
歌
舞
伎

そ
の
あ
ら
す
じ
と
史
実

歌
舞
伎
って

高
尚
な

芸
術
？

　

歌
舞
伎
って

高
尚
な

芸
術
？

　

い
い
え

 

違
い
ま
す
！

『君たちはどう生きるか』の刊行から89年。

1995年～1999年の本誌連載「著者は誰でしょう？」

をリバイバルでお届けしています。

引き続きお楽しみに。（編集部）
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東京都千代田区神田神保町2ー17
https://www.yuhikaku.co.jp/

価格は
税込

A5判定価6,050円

長
谷
部
恭
男 

著

君主制は存在し，君
主は現前する。一時
代を画した君主制原
理を繙き，その現代的
存在を明らかにしなが
ら，主権論と天皇制
の将来を展望する憲
法思想史の試み。

君主制原理君主制原理
その生成、終焉、
そして遺産

http://www.shinwasha.com/
https://onlineshop.yamakawa.co.jp/product/64115

